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研究成果の概要（和文）：車内雑音環境での音声認識を対象としたバイモーダル音声

認識評価用のコーパスを構築するため，室内と車内でバイモーダル音声データを収録

しデータ整備を行った．室内データについては，車内で収録した雑音と映像の輝度変

化を利用して雑音を重畳することにより，車内の雑音環境を模擬した．また，評価実

験を通じて，評価の基準となるベースラインの特徴量や認識条件を選定し，評価用ス

クリプトやマニュアルと併せて DVD にて配布する準備が整った．これらは，研究用デ

ータベースとして，今後配布される予定である．  
 
 
研究成果の概要（英文）：Audio-visual speech data are collected in a silent room and 
a vehicle for developing an audio-visual speech corpus which is used for evaluating 
speech recognition performance in noisy environments, especially in in-car envi-
ronments. Acoustic noise and gamma values of images are used for simulating in-car en-
vironments over the recorded data in the silent room. Baseline audio and visual features 
and an integration method are calibrated in some experimental evaluations. The corpus will 
be open to the public along with database manuals for research purposes. 
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１．研究開始当初の背景 

 音声入力インタフェースは，ボタンやタッ

チパネルに触れることなく，ハンズフリー・

アイズフリーの入力操作が可能であり，カー

ナビのような車載システムのインタフェース

として，安全運転支援の観点において利用価

値が高いと言える．しかし，実走行車内では，

ロードノイズやエンジン音，音楽や同乗者の

話し声といった背景雑音の影響で，雑音を音

声として誤検出する「発話区間検出誤り」や，

発話内容を誤認識する「音声認識誤り」が起

こるため，まだ利用者が満足できる音声イン

タフェースを提供するには十分に至っていな

い． 

走行車内のような雑音環境に対してロバス

トな音声認識の 1 つのアプローチとして，雑

音の影響を受けない映像情報を音声情報に併

用して認識を行うバイモーダル音声認識の研

究が広く行われている．しかし，実際にドラ

イバが運転をしながら音声インタフェースを

利用するような状況での認識実験は広く行わ

れておらず，車内音声認識を目的としたバイ

モーダル音声認識の研究用データベースで公

開されているものは見当たらない． 

 

 

２．研究の目的 

本研究では，雑音環境下での音声認識，

特に，車内で音声認識インタフェースを

利用する状況下での音声認識性能を評価

するために，走行車内でドライバが発話

する音声と顔映像を収録し，バイモーダ

ル音声認識の研究用コーパスを構築する．

また，室内で収録したバイモーダル音声

データを音声認識用モデルの学習に利用

することを想定し，室内環境で収録した

音声と映像に事後的に雑音を重畳した，

車内雑音環境シミュレーションデータを

作成し，学習・評価用コーパスとして公

開する．これにより，研究者が同じ土俵

でバイモーダル音声認識技術の性能を比

較評価ができると考えられる．また，構

築したデータベースを利用して，比較の

対象となるベースラインの特徴抽出・統

合方法について検討する．  

 

 

 

３．研究の方法 

(1) バイモーダル音声データの収録 

音声と映像は，図 1 のような同期収録

システムを構成して収録する．音声は 2

つのマイク，顔映像はカラーカメラと近

赤外カメラで収録し，メディアコンバー

タでステレオ音声とカラー映像，および

ステレオ音声と近赤外映像を統合し，そ

れぞれ DVフォーマットの AVIファイルと

して保存する． 

図 1: 収録システムの概要 

 

 

車内の雑音環境としては，データ収録

車において，ダッシュボードとステアリ

ングコラムにカラーカメラと近赤外カメ

ラをそれぞれ取り付け，走行環境として，

アイドリング・市街地走行・高速走行の

3 種類，車内環境として，通常・エアコ

ン ON・音楽再生・窓開けの 4 種類の組み

合わせで計 12 種類の条件で収録を行う．

室内および自動車内で収録した音声・映

像を元に，バイモーダル音声認識評価研

究用のコーパスを構築する． 

 

(2) 雑音重畳によるシミュレーション 

CENSRECシリーズの雑下音音声認識評価

用コーパスの構築基準に則り，市街地お

よび高速道路走行時の乗用車雑音を，室

内のクリーンな環境で収録した音声にさ

まざまなSN 比で重畳することで，車内

雑音環境を模擬したデータベースを構築

する．なお，重畳する車内雑音は，ドラ

イバの襟元に音声収録に用いたものと同

じマイクを装着し，ドライバが発話をし



ない状況で収録を行う．  

映像については，走行中の乗用車内で

収録した映像を元に，室内で収録した口

唇映像の輝度をガンマ補正することによ

り，車内雑音環境を模擬する． 

(3) データベースの構造 

 コーパスには，音声およびカラーカメ

ラと近赤外線カメラの二種類の映像から，

口唇付近の画像をのみ切り出したデータ

を収めるとともに，隠れマルコフモデル

ツールキットをベースとした認識評価用

のスクリプトやデータベースのマニュア

ル等も一緒に収め，認識性能の比較評価

が容易にできるようにする． 

 

 

４．研究成果 

まず，バイモーダル音声データベース

の整備を進め，図2の例に示すような口唇

動画像と音声を含む学習・評価データセ

ットを作成した． 

 

   
 

(a)カラー画像 (b) 近赤外画像 

図2：口唇画像の例 

 

音声認識評価実験を通じて，ベースラ

インの特徴量や統合方法について検討し，

音声特徴量は，メルフィルタバンクケプ

ストラム係数とその動的特徴量，画像特

徴量は，口唇画像の主成分得点とその動

的特徴量をベースラインの特徴量とする

こととした．また，音声と映像の特徴量

をマルチストリームの隠れマルコフモデ

ルで初期統合に基づいてモデル化し，ス

トリーム重みを変化させ，最も認識性能

が高くなるストリーム重みで統合した場

合をベースラインとすることとした．デ

ータベースの利用者は，このベースライ

ンの認識率と比較することで，利用者が

提案するバイモーダル音声認識の特徴抽

出手法や認識手法の性能を評価できる仕

組みとなっている．また，本コーパスは，

バイモーダル音声データと併せて，雑音

の重畳や，音声・画像の特徴抽出のプロ

グラム，および無償提供されている隠れ

マルコフモデルツールキットＨＴＫに準

じた音声認識評価用のスクリプト，およ

びデータベース利用のためのマニュアル

も同時に収められていることから，バイ

モーダル音声認識や発話区間検出の研究

において広く利用されると期待される．

本コーパスは，今後研究用として公開・

配布される予定である．               
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